
94� 証券アナリストジャーナル　2023.12

　本稿では、日本の代表的なESG株価指数であるMSCIジャパンESGセレクト・リーダーズ指数の銘柄入れ替え
が、株価に与える影響について検証した。イベントスタディの結果、ESG評価が高い新規採用銘柄の株価は売買
高を伴って上昇し、指数から除外された銘柄の株価は売買高を伴って下落することが確認された。本稿の結果は、
日本の株式市場において、ESG評価が株価や企業価値に影響する可能性を示唆している。
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